
［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

北海道地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

〔 〕内は気象庁が情報発表に用いた震央地域名

ａ）６月 26 日に浦河沖で M5.4（最大震度４）の地震があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ



 

                                        気象庁作成 

 

 
 
2008 年 6 月 26 日 08 時 37 分に浦河沖の

深さ 55km で M5.4（最大震度４）の地震が
発生した。この地震の発震機構は西北西-
東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太
平洋プレートと陸のプレートの境界で発
生した地震である。 
2003 年以降の活動を見ると、今回の地震

の震源付近では、2003 年８月 30 日に M5.4
の地震（最大震度４）が発生し、2006 年 4
月 13 日に M5.3 の地震（最大震度４）が発
生している。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
1923 年８月以降の活動を見ると、今回の

地震の周辺では、1952 年３月 24 日に M8.2
（1952 年十勝沖地震）、2003 年９月 26 日
に M8.0（平成 15 年(2008 年)十勝沖地震）
などの地震が発生している。また、今回の
地震の震央付近（領域ｃ）では、1982 年 3
月 21日にM7.1の地震（昭和57年(1982年)
浦河沖地震）が発生し、負傷者 167 名、住
家全壊９棟などの被害が生じている（最新
版日本被害地震総覧による）。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

６月 26 日 浦河沖の地震 
震央分布図 

（1997 年 10 月１日～2008 年６月 30 日 

深さ０～200km、M2.0 以上） 

今回の地震 

（深さ 70km 以浅を濃く表示）

（B）
領域 aの断面図（A-B 投影）

領域ｂ内の地震活動経過図 

（Ｍ4.0 以上、深さ 70km 以浅を表示）

震央分布図 

（1923 年８月１日～2008 年６月 30 日 

深さ０～100km、M5.0 以上）

領域ｃ内の地震活動経過図

（A） 

昭和57年(1982年) 
浦河沖地震 

領域ｂ 

Ａ 

Ｂ 

今回の地震 

平成 15 年(2003 年)
十勝沖地震

今回の地震 

領域ａ 

領域ｃ 

1952 年 
十勝沖地震



［上述の地震は M6.0 以上または最大震度４以上、陸域で M4.5 以上かつ最大震度３以上、海域で M5.0 以上かつ最大震度３以上のいずれ

かに該当する地震。］ 

気象庁・文部科学省 

 

東北地方 

地形データは日本海洋データセンターの J-EGG500、米国地質調査所の GTOPO30、及び米国国立地球物理データセンターの ETOPO2v2 を使用

ａ）６月 14 日に岩手県内陸南部で M7.2（最大震度 6強）＊の地震があった。 

   *：気象庁はこの地震を「平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震」と命名した。 
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気象庁作成 

震央分布図（1885 年以降、深さ 60km 以浅、M≧5.0）
（1923 年７月以前の震源要素は宇津カタログを使用し、薄く表示）
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平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震 
震央分布図（1997 年 10 月以降、M≧2.5、深さ 20km 以浅）

領域ａ 

領域ａ内の地震活動経過図及び
回数積算図（Ｍ≧2.5） 

領域ｂ 

今回の地震 

領域ｂ内の地震活動経過図 
今回の地震

陸羽地震 

宮城県北部地震

 

６月 14 日 08 時～30 日 24 時 

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ投影） 
（2008 年６月 14日～６月 30日の震源を表示）

今回の最大余震 

秋田仙北地震 

庄内地震 

2008 年６月 14 日 08 時 43 分に岩手県内陸南

部の深さ８km で M7.2（最大震度６強）の地震

が発生した。この地震の発震機構は西北西－東

南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった。余

震活動は減衰してきている。７月上旬現在、震

度1以上を観測する余震が1日数回程度となっ

ている。これまでの最大余震は 14 日 09 時 20

分の M5.7（最大震度５弱）であった。 

 1997 年 10 月以降の活動を見ると、今回の地

震の震源付近（領域ａ）では 2000 年２月 11 日

に M4.9（最大震度３）の地震が発生している

のみで、Ｍ５を超える地震は発生していなかっ

た。 

1885 年以降の活動を見ると、今回の地震の震

央付近（領域ｂ）はＭ６を超える地震が時々発

生しており、1900 年５月 12 日には M7.0 の地震

（死者 13 名）が発生している。 

Ａ 

Ｂ

Ａ Ｂ

2008年 6月 14日 
Ｍ7.2 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  震央 

計測震度分布（震央付近を拡大） 

震度分布 

右図中の数字は、計測震度の値を 10 倍

したもの 

（例：計測震度 6.2 であれば 62 と表示）

 地震機動観測班による震度６弱以上が観測された震度観測点周辺の聞き取り調査では、震度６弱か

ら震度６強に相当する揺れを感じていました。建物の被害はあまりみられませんでした。 
 詳しくは、地震火山月報（防災編）平成 20 年 6 月号(平成 20 年 7 月末頃に刊行及び気象庁ホーム

ページ掲載)に掲載予定。 

 震央 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 震央は一元化震源。 

 標高データは国土地理院発行の「数値地図 250m メッシュ（標高）」を使用。 

 赤線は地震調査研究推進本部による活断層。 

 
 
 
 

平成 20 年（2008 年）岩手・宮城内陸地震 余震分布 



気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 20 年(2008 年)岩手・宮城内陸地震の余震活動の状況 

上図の時空間分布図 

震央分布図 
（2008 年 6 月 14 日 08 時～7月 9日 06 時、

M≧2.5、深さ 30km 以浅） 

左上図内の地震活動経過図及び回数積算図 

余震域は6月16日に北方に延びた。 
また、6月26日23時～28日には、鳴子付近での
地震活動が活発になった。 

 左図の時空間分布図 

今回の地震 
（最大震度６強） 

最大余震 
(最大震度５弱) 
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＊この資料は速報値であり、後日の調査で変更することがあります。

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計

6月14日 117 62 25 9 1 0 0 0 0 214 214

6月15日 55 14 6 0 0 0 0 0 0 75 289

6月16日 32 9 2 1 0 0 0 0 0 44 333

6月17日 19 11 3 0 0 0 0 0 0 33 366

6月18日 10 2 2 0 0 0 0 0 0 14 380

6月19日 8 2 0 0 0 0 0 0 0 10 390

6月20日 14 2 0 0 0 0 0 0 0 16 406

6月21日 3 1 0 0 0 0 0 0 0 4 410

6月22日 5 2 0 0 0 0 0 0 0 7 417

6月23日 4 1 0 0 0 0 0 0 0 5 422

6月24日 8 3 0 0 0 0 0 0 0 11 433

6月25日 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6 439

6月26日 4 1 3 0 0 0 0 0 0 8 447

6月27日 7 2 3 0 0 0 0 0 0 12 459

6月28日 6 0 1 0 0 0 0 0 0 7 466

6月29日 4 1 1 0 0 0 0 0 0 6 472

6月30日 2 2 0 0 0 0 0 0 0 4 476

7月1日 5 1 1 0 0 0 0 0 0 7 483

7月2日 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 486

7月3日 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 490

7月4日 4 0 0 0 0 0 0 0 0 4 494

7月5日 2 1 1 0 0 0 0 0 0 4 498

7月6日 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 499

7月7日 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3 502

7月8日 1 2 0 0 0 0 0 0 3 505

7月9日

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
00:00 － 01:00 0 505
01:00 － 02:00 0 505
02:00 － 03:00 0 505
03:00 － 04:00 0 505
04:00 － 05:00 0 505
05:00 － 06:00 0 505
06:00 － 07:00 0 505
07:00 － 08:00 0 505
08:00 － 09:00 0 505
09:00 － 10:00 0 505
10:00 － 11:00 0 505
11:00 － 12:00 0 505
12:00 － 13:00 0 505
13:00 － 14:00 0 505

日累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 -
総計 325 120 49 10 1 0 0 0 0 － 505

備考時間帯
最大震度別回数 有感回数

震度１以上を観測した地震の最大震度別回数表　(６月14日08時～、本震を除く）

最大震度別回数
期　　間

平成20年7月9日14時現在

 気象庁地震火山部

「平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震」の余震回数

震度１以上を
観測した回数

岩手・宮城内陸地震の余震回数（平成20年６月14日08時～）
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気象庁・気象研究所作成 

 

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ投影） 

震央分布図（2008年6月14日～24日、Ｍ≧2.5、深さ20km以浅） 

領域ａ 

A B

領域ｂ 

領域ｃ 

領域ｄ 

B

A 

C 

D 

C D

C D

C D

断面図 
（臨時観測点と三次元速度構造を用いて観測点補正値を求め、波形相関を用いた三次元ＤＤ法により決定した震源）

領域ｃの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

領域 dの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

領域ｂの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

領域ｂ、ｃの余震域東部沿いの緑色のトレース線は、 

餅転－細倉構造帯の一部（シームレス地質図より読取り）。

それ以外の活断層トレースは、活断層詳細デジタルマップ

（中田・今泉編、2002）による。 

：産総研による調査地点 
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気象庁・気象研究所作成 

 

震央分布図（2008年6月14日～24日、Ｍ≧2.5、深さ20km以浅）

余震分布と近地波形を用いた震源過程解析結果との対応 

 
（臨時観測点と三次元速度構造を用いて観測点補正値を求め、波形相関を用いた三次元ＤＤ法により決定した震源使用）

近地地震波形解析によるすべり分布モデル

（上端の深さ1.2km） 

領域ａ 

領域ｂ 

領域ｃ 

領域ｄ 

B 
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D 

領域ａの断面図（Ａ－Ｂ投影） 
A B

C D

C D

C D

領域ｃの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

領域 dの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

領域ｂの断面図（Ｃ－Ｄ投影） 

X

Y 

YX 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気象研究所・気象庁作成

南行軌道 

電波照射方向 

衛星進行 

方向 

遠ざかる近づ

く

電波照射方向 

衛星進行方向 

遠ざかる 近づく

北行軌道 

SAR 干渉解析結果 

 ：気象庁が決定した一元化震源 

（2008 年６月 14 日～25 日 09 時、 

  M≧2.5、深さ 30km 以浅） 



気象庁作成 

 
 平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震の余震域の南部（鳴子の北東約７ｋｍ）で、６月

15日に低周波の卓越する地震が観測された。 

 鳴子付近では、これまでに深さ25ｋｍ前後の深部低周波地震は観測されているが、今回観

測された低周波地震の深さはごく浅い（０～２ｋｍ）。低周波地震は６月15日に４回観測さ

れている（注）。 

注：今後余震活動の精査等により変更される可能性がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の地震（6/14～7/5） 

＋ 

過去の深部低周波地震（2001/10/1～）

低周波地震 

深部低周波地震

○：0～15(km) 
○：15～ 

鳴子付近の浅いところを震源とする低周波地震 

X:Z=2:1

鳴子


